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序文
『Informatica® Business Glossary Desktop ガイド』を使用して、Business Glossary Desktop によるビジネス

用語集でのビジネス用語の検索を行います。このガイドには、サーバー設定、設定、およびキーボードショー
トカットの設定に関する情報が含まれています。
重要: 機能を強化するためには、Business Glossary の代わりに Axon Data Governance を使用することをお勧
めします。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。
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Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。

6        序文

https://docs.informatica.com
mailto:infa_documentation@informatica.com
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices
http://velocity.informatica.com
mailto:ips@informatica.com
https://marketplace.informatica.com
https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html
http://network.informatica.com


第  1  章

Business Glossary Desktop につ
いて

この章では、以下の項目について説明します。
• Business Glossary Desktop の概要, 8 ページ
• Windows での Business Glossary Desktop の起動, 10 ページ
• Mac での Business Glossary Desktop の起動, 10 ページ
• Business Glossary Desktop の使用, 10 ページ
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Business Glossary Desktop の概要
Business Glossary Desktop を使用して、ビジネス用語集内のビジネス用語をルックアップします。ビジネス
用語集とは、ビジネスユーザー向けに、ビジネス言語を使用して概念を定義した用語の集まりです。ビジネス
用語は、概念のビジネス上の定義および使用方法を説明したものです。
以下の画像は、Windows の Informatica Business Glossary Desktop インターフェイスを示します。
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以下の画像は、Mac OS X の Informatica Business Glossary Desktop インターフェイスを示します。

以下の表に、Windows と Mac の Business Glossary Desktop で実行できるアクションを示します。

目的 操作
ビジネス用語の詳細の印刷またはプレビューを実施する。
Business Glossary Desktop を終了する。

［ファイル］をクリックします。

テキストのコピー、選択、または検索を行う。キーボードショ
ートカットの設定や、設定の変更を行う。

［編集］をクリックします。

Business Glossary Desktop のオンラインヘルプを表示する。 ［ヘルプ］をクリックします。
ビジネス用語をルックアップする。 検索ボックスに単語またはテキストを入

力します。
ビジネス用語のプロパティや関連用語など、ビジネス用語の詳
細を表示する。

検索結果の中のビジネス用語をクリック
します。

ビジネス用語間を前後に移動する。 検索ボックスの左側にある進む矢印と戻
る矢印アイコンをクリックします。

Business Glossary Desktop の概要       9



Windows での Business Glossary Desktop の起動
Business Glossary Desktop は、Windows の［スタート］メニューから、またはデスクトップメニューの
Business Glossary Desktop アイコンから起動できます。
以下のいずれかの方法で、Business Glossary Desktop を起動できます。
• Windows システムのメニューから Business Glossary Desktop を起動するには、［スタート］ > ［すべて

のプログラム］ > ［Informatica Business Glossary Desktop］>［Informatica Business Glossary 
Desktop］をクリックします。

• デスクトップアイコンから Business Glossary Desktop を起動するには、Windows デスクトップメニュー
バーの Business Glossary Desktop アイコンをクリックします。

Mac での Business Glossary Desktop の起動
Mac では、端末で InformaticaBusinessGlossaryDesktop.sh を実行して Business Glossary Desktop を起動
します。
1. 必要なすべての権限があるビジネスユーザーとして端末を開きます。Mac で Business Glossary Desktop

を起動するには、以下のコマンドを実行します。
./InformaticaBusinessGlossaryDesktop.sh

2. Mac システムの InformaticaBusinessGlossaryDesktop.shがあるディレクトリに移動します。

Business Glossary Desktop の使用
ビジネス用語集のビジネス用語をルックアップし、そのビジネス用語のコンテキストと意味を取得します。詳
細を表示する用語を選択してください。
1. 検索ボックスにビジネス用語の名前または説明を入力します。 

Business Glossary Desktop クライアントによって、検索テキストに一致する名前または説明を持つビジ
ネス用語のリストが返されます。

2. 必要に応じて、別のアプリケーションで用語を強調表示し、キーボードショートカットを使用して
Business Glossary Desktop クライアントを起動します。 
Business Glossary Desktop に、当該用語に一致するビジネス用語のリストが表示されます。

3. 返されたリストからビジネス用語を選択して、この用語の詳細を表示します。 

Windows での例
例えば、スプレッドシートまたは Web ページに用語「Profit」が表示され、用語の意味がわからないとしま
す。

「Profit」の意味をルックアップするには以下の手順を実行します。
1. スプレッドシートの［Profit］を強調表示します。
2. Ctrl+Shift+Qなどのキーボードショートカットを使用して、Business Glossary Desktop を起動し、

「Profit」をルックアップします。
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3. Business Glossary Desktop に、「Profit」に一致するビジネス用語のリストが表示されます。
以下の画像は、Windows での検索結果が表示された Business Glossary Desktop を示します。
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4. 検索結果ページで、［Profit］をクリックして詳細を表示します。
以下の画像は、ビジネス用語の詳細を示します。

Mac での例
例えば、スプレッドシートまたは Web ページに用語「Issued Share」が表示され、その用語の意味がわから
ないとします。

「Issued Share」の意味をルックアップするには以下の手順を実行します。
1. スプレッドシートの［Issued Share］を強調表示します。
2. Ctrl+Shift+Qなどのキーボードショートカットを使用して、Business Glossary Desktop を起動し、

「Issued Share」をルックアップします。
3. Business Glossary Desktop に、「Issued Share」に一致するビジネス用語のリストが表示されます。

以下の画像は、Mac での検索結果が表示された Business Glossary Desktop を示します。
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4. 検索結果ページで、［Issued Share］をクリックして詳細を表示します。
以下の画像は、ビジネス用語の詳細を示します。
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第  2  章

Business Glossary Desktop の設
定

この章では、以下の項目について説明します。
• Business Glossary Desktop の設定の概要, 15 ページ
• サーバー設定値の設定, 15 ページ
• Windows での設定の変更, 18 ページ
• Mac での設定の変更, 19 ページ
• Windows でのキーボードショートカットの設定, 20 ページ
• Mac でのキーボードショートカットの設定, 21 ページ

Business Glossary Desktop の設定の概要
Business Glossary Desktop は Windows システムのメニューのクライアントとして表示されます。端末で
InformaticaBusinessGlossaryDesktop.shを実行すると、Business Glossary Desktop が Mac のクライアントとし
て表示されます。
Business Glossary Desktop クライアントを起動すると、サーバーの設定、設定の変更、キーボードショート
カットのセットアップを行って Business Glossary Desktop を設定できます。

サーバー設定値の設定
アナリストサービスをホストするマシンで Business Glossary Desktop クライアントがビジネス用語集を参照
できるようにサーバー設定値を設定します。サーバーの設定に入力する必要がある値が管理者から提供されま
す。
次のサーバーの設定を入力できます。
プロトコル

HTTP または HTTPS プロトコル。
ホスト

アナリストサービスが実行されるマシンのホスト名。
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ポート
アナリストサービスが実行されるマシンのポート番号。

Kerberos ドメイン
このオプションを有効にすると、Kerberos ドメインに接続されます。

ドメイン
ユーザーの LDAP またはネイティブのセキュリティドメイン。

ユーザー名
Analyst ツールユーザーのユーザー名。

パスワード
Analyst ツールユーザーのパスワード。

Windows でのサーバー設定値の設定
アナリストサービスが実行されるマシンでビジネス用語集への接続を確立するようにサーバー設定値を設定し
ます。
1. Business Glossary Desktop アプリケーションで、［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［サーバー］タブをクリックします。 
3. サーバーの設定を入力します。 
4. ［テスト］をクリックして、Analyst ツールへの接続をテストします。 
5. ［OK］をクリックします。 
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Mac でのサーバー設定値の設定
アナリストサービスが実行されるマシンでビジネス用語集への接続を確立するようにサーバー設定値を設定し
ます。
1. メニューバーで［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［サーバー］タブをクリックします。 
3. サーバーの設定を入力します。 
4. ［テスト］をクリックして、Analyst ツールへの接続をテストします。 
5. ［OK］をクリックします。 
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Windows での設定の変更
ビジネス用語のプロパティおよびクライアント表示設定を選択するように設定を変更できます。
1. ［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［設定］タブをクリックします。 
3. クライアントに必要な設定を選択し、［OK］をクリックします。 
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Mac での設定の変更
ビジネス用語のプロパティおよびクライアント表示設定を選択するように設定を変更できます。
1. ［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［設定］タブをクリックします。 
3. クライアントに必要な設定を選択し、［OK］をクリックします。 
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Windows でのキーボードショートカットの設定
Business Glossary Desktop クライアントをアプリケーションから起動するようにキーボードショートカット
をセットアップできます。キーボードショートカットのキーの組み合わせは一意にする必要があります。
1. ［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［ホットキー］タブをクリックします。 
3. デフォルトオプションを［キーボードショートカットで Business Glossary Desktop の検索を開始する］

に保持します。 
4. 2 つの修飾キーと 1 つの英数字キーを選択します。 
5. ［OK］をクリックします。 
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Mac でのキーボードショートカットの設定
Business Glossary Desktop クライアントをアプリケーションから起動するようにキーボードショートカット
をセットアップできます。キーボードショートカットのキーの組み合わせは一意にする必要があります。
1. ［編集］ > ［設定］をクリックします。 

［Informatica Business Glossary Desktop の設定］ウィンドウが表示されます。

2. ［ホットキー］タブをクリックします。 
3. デフォルトオプションを［キーボードショートカットで Business Glossary Desktop の検索を開始する］

に保持します。 
4. 2 つの修飾キーと 1 つの英数字キーを選択します。 
5. ［OK］をクリックします。 
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